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（1）

一　

問
題
の
所
在

　

寛
政
期
は
、
水
戸
学
の
思
想
の
形
成
期
で
あ
っ
た（

（
（

。
そ
れ
は
寛
政
元
年

（
一
七
八
九
）
の
立
原
翠
軒
の
志
表
廃
止
の
提
案
か
ら
始
ま
る
。
藩
主
治は
る

保も
り

の
『
大
日
本
史
』
を
完
成
さ
せ
た
い
と
の
希
望
に
応
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

藩
政
府
は
彰
考
館
（
以
後
、史
館
と
記
す
）
の
縮
小
・
廃
館
を
意
図
し
て
い
た
。

廃
志
提
案
に
は
史
館
の
、
と
く
に
若
い
学
者
が
強
く
反
対
し
た
。
そ
の
中
心

は
藤
田
幽
谷
で
あ
っ
た
。
幽
谷
は
廃
志
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
寛
政
七
年
に

高
橋
坦
室
と
『
大
日
本
史
』
の
根
本
的
な
問
題
点
を
検
討
し
始
め
た
。
そ
れ

は
、
書
名
・
書
法
・
志
表
・
論
賛
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
尊
王
絶
対
化
の
思
想

を
形
成
し
て
い
く
。

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
八
月
二
九
日
に
、
幽
谷
は
江
戸
か
ら
水
戸
の
同

僚
に「
校
正
局
諸
学
士
に
与
ふ
る
の
書
」を
送
っ
て
、書
名
更
改
を
提
案
し
た
。

理
由
は
、
日
本
は
天
皇
の
も
の
で
あ
り
、
紀
伝
体
の
書
の
編
纂
は
天
皇
大
権

に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
名
を
『
史
稿
』
と
改
め
て
、
正
式
な
書
名
は

こ
の
書
が
朝
廷
に
嘉
納
さ
れ
て
、
勅
賜
さ
れ
る
の
を
待
と
う
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。
人
物
の
道
徳
性
を
描
く
紀
伝
体
の
書
の
編
纂
は
天
皇
大
権
に
属
す

る
と
は
、
道
徳
的
判
断
・
価
値
観
は
天
皇
が
下
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
一
月
一
六
日
に
、
幽
谷
は
志
表
編
纂
の
責
任
者

に
、
坦
室
は
紀
伝
校
訂
の
責
任
者
に
任
命
さ
れ
た
。
翠
軒
は
失
脚
し
、
志
表

が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
が
確
定
し
た
。
そ
の
一
月
中
に
、
坦
室
は
江
戸
か
ら
水

戸
の
同
僚
に
藩
主
治
保
の
命
と
し
て
、論
賛
削
除
を
伝
え
た
（
正
式
に
は
「
詳

議
」
す
る
よ
う
命
じ
た
）。
原
則
と
し
て
一
人
ひ
と
り
に
付
け
ら
れ
た
賛
文

は
、
史
実
を
の
み
記
し
た
本
文
に
、
儒
教
理
論
に
基
づ
い
て
道
徳
的
に
評
価

し
た
短
文
で
あ
る
。
そ
れ
が
歴
代
天
皇
に
も
、
容
赦
な
く
記
さ
れ
て
い
た
点

が
問
題
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
天
皇
は
道
徳
的
批
判
か
ら
超
越
し
た
存
在
と

み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
同
年
閏
一
月
四
日
に
二
人
は
治
保
か
ら
、
神
武
紀
首
に
天
照
以
来

の
皇
祖
神
の
世
系
を
加
え
る
許
可
を
え
た
。
そ
れ
は
六
節
で
全
文
を
み
る
よ

う
に
簡
潔
な
短
文
で
あ
る
が
、
天
壌
無
窮
の
神
勅
が
記
さ
れ
て
い
た
。
幽
谷

筑波学院大学紀要第14集　（1）～（15）ページ 2019年

青
山
拙
斎
の
思
想

＊
吉
田　

俊
純

T
he thought of A

oyam
a Sessai

Toshizum
i Y

O
SH

ID
A

＊

─ 182 ─

＊　筑波学院大学名誉教授、Tsukuba Gakuin University

＜

研
究
ノ
ー
ト＞



吉田俊純：青山拙斎の思想

（2）

た
ち
は
皇
統
の
絶
対
性
・
永
遠
性
を
、
神
秘
化
す
る
こ
と
で
強
調
し
た
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
幽
谷
は
文
化
年
間
に
郡
奉
行
と
し
て
の
失
敗
と
緊
迫
す
る
外
警
の

問
題
か
ら
、
内
憂
・
外
患
の
危
機
感
を
い
っ
そ
う
強
め
た
。
か
く
し
て
幽
谷

は
、
天
照
以
来
の
神
の
国
で
あ
る
と
説
く
神
州
概
念
と
天
で
あ
る
至
尊
の
天

皇
を
戴
く
国
で
あ
る
と
説
く
国
体
概
念
と
を
結
び
つ
け
て
、
皇
祖
天
照
は
天

で
あ
る
と
の
天
祖
概
念
、
神
天
合
一
思
想
を
文
政
年
間
に
な
る
と
唱
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
幽
谷
の
国
体
論
の
成
立
で
あ
る
。
会
沢
正
志
斎
の『
新
論
』は
、

寛
政
期
の
幽
谷
の
思
想
的
営
為
を
集
大
成
し
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
。

　
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
主
導
権
を
握
っ
た
幽
谷
は
坦
室
の
み
な
ら
ず
、
川

口
緑
野
と
青
山
拙
斎
を
加
え
た
四
人
が
中
心
と
な
っ
て
、
志
表
編
纂
は
棚
上

げ
に
し
て
、
紀
伝
の
校
訂
に
取
り
組
ん
だ
。
書
法
、
名
分
論
に
適
合
し
た
用

語
・
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
を
中
心
に
校
訂
作
業
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
緑
野
と
拙
斎
は
思
想
的
に
幽
谷
と
一
致
し
な
か
っ
た
。
緑

野
に
関
し
て
幽
谷
は
、「
学
術
の
上
に
於
て
、
少
々
議
論
の
合
兼
候
義
も 

有
レ

之（
（
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
と
く
に
拙
斎
に
関
し
て
は
、
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
に
拙
斎
が
『
皇
朝
史
略
』
を
執
筆
し
、
次
い
で
刊
行
し
よ
う

と
し
た
と
き
に
、
大
問
題
と
な
っ
た
。

　

批
判
の
一
つ
は
『
大
日
本
史
』
が
完
成
し
て
い
な
い
の
に
、
そ
の
要
約
の

よ
う
な
書
を
史
館
員
が
出
版
す
る
の
は
お
か
し
い
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

そ
れ
と
違
っ
て
、
幽
谷
は
拙
斎
が
書
名
に
「
日
本
」
と
つ
け
た
か
っ
た
点
を

厳
し
く
批
判
し
た
。
そ
の
結
果
、
書
名
は
『
皇
朝
史
略
』
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
私
は
『
皇
朝
史
略
』
を
読
ん
で
、
拙
斎
は
そ
こ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
寛
政

期
に
展
開
さ
れ
た
尊
王
絶
対
化
の
思
想
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
と
、
前
著
の

な
か
で
次
の
よ
う
に
注
記
し
た（

（
（

。

な
お
、
両
者
の
思
想
が
い
か
に
違
っ
て
い
た
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
書
名
に
「
日
本
」
を
冠
し
よ
う
と
し
た
点
が
あ
る
。
さ
ら
に
『
皇

朝
史
略
』
を
み
る
と
、『
皇
朝
史
略
』
は
『
大
日
本
史
』
の
本
紀
を
主

と
し
て
、
列
伝
の
記
事
を
加
え
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
志

表
が
な
い
。
要
所
に
「
外
史
氏
曰
」
と
賛
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
武

紀
首
に
皇
祖
の
世
系
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
天
壌
無
窮
の
神
勅
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
三
大
議
論
と
神
道
導
入
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
尊

王
絶
対
化
の
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

拙
斎
以
来
の
青
山
家
の
史
学
が
水
戸
学
の
な
か
で
独
特
の
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
尾
藤
正
英
は
『
水
戸

市
史
』
の
「
水
戸
学
の
発
展
と
尊
王
攘
夷
論
」
の
節
に
お
い
て
、
会
沢
正
志

斎
と
藤
田
東
湖
の
思
想
を
論
じ
た
後
に
、「
藩
の
学
者
と
し
て
内
外
で
重
ん

ぜ
ら
れ
た
青
山
家
の
一
族
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（
（

」
と
記
し
て
、
拙
斎

と
そ
の
子
佩は
い
げ
ん
さ
い

弦
斎
の
史
学
を
解
説
し
て
い
る
。
そ
こ
に
お
い
て
尾
藤
は
、
幽

谷
ら
と
拙
斎
の
思
想
的
な
相
違
点
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る（

（
（

。

拙
斎
は
「
正
名
」
な
い
し
「
名
分
」
の
政
治
上
に
お
け
る
意
義
を
重
ん

じ
て
い
た
が
、
し
か
し
幽
谷
や
正
志
斎
・
東
湖
ら
の
主
張
と
は
異
な
り
、

「
名
分
」
に
随
順
す
る
こ
と
を
臣
下
の
義
務
と
み
る
の
で
は
な
く
、「
名
」

の
尊
重
を
君
主
た
る
者
の
責
務
で
あ
る
と
し
、
君
主
が
「
名
」
を
正
し

く
す
る
、
即
ち
道
徳
上
の
正
し
さ
を
貫
く
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
天
下

が
乱
れ
る
と
し
て
、
君
徳
の
涵
養
を
第
一
義
と
考
え
、
そ
の
立
場
か
ら

歴
史
を
眺
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
水
戸
学
の
主
流
で
あ
っ
た
幽
谷
た
ち
の
思
想
は
、
臣
下
と
し

て
名
分
を
は
た
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
拙
斎
の
思
想
は
君
主

自
身
が
名
分
を
正
す
、
正
名
の
思
想
を
も
つ
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た

と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

　

拙
斎
を
研
究
し
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
人
と
私
に
は
思
わ
れ
る
小
松
徳
年

は
、
右
の
件
に
関
し
て
尾
藤
説
を
受
け
入
れ
て
同
様
の
見
解
を
述
べ
て
い
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（3）

る（
（
（

。
こ
の
成
果
を
元
に
し
て
、
同
氏
は
『
皇
朝
史
略
』
の
題
名
を
め
ぐ
る
幽

谷
と
拙
斎
の
論
争
を
分
析
し
た
。
そ
し
て
、「
幽
谷
が
日
本
の
歴
史
の
う
ち

に
国
体
の
清
華
を
み
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
て
、延の

ぶ
ゆ
き于（
拙
斎
の
諱
、注
吉
田
）

は
伝
統
的
な
儒
学
の
歴
史
思
想
を
も
っ
て
日
本
の
歴
史
を
解
釈
し
よ
う
と
す

る
。
こ
の
基
本
的
な
歴
史
思
想
、
歴
史
意
識
の
差
異
が
、
延
于
撰
述
の
史
書

の
書
名
を
め
ぐ
る
両
者
の
激
論
と
な
っ
て
表
れ（

（
（

」
た
、と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
私
は
、
右
に
み
た
前
著
で
指
摘
し
た
、
拙
斎
の
思
想
が
幽

谷
の
尊
王
絶
対
化
の
思
想
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
を
示
す
諸
事
項
を
、
よ
り

た
し
か
に
確
認
す
る
。
そ
し
て
、右
の
両
氏
ら
の
見
解
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

違
い
の
生
じ
た
理
由
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

二　

拙
斎
と
青
山
家

　

本
論
に
入
る
前
に
、
拙
斎
と
青
山
家
を
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
青
山
家
は

小
宮
山
楓
軒
の
家
と
同
じ
く
、
享
保
か
ら
幕
末
ま
で
四
代
に
わ
た
っ
て
学
者

を
輩
出
さ
せ
た
稀
な
家
で
あ
る（

（
（

。
青
山
家
は
延
久
が
佐
竹
義
篤
に
仕
え
、
多

賀
郡
水
来
（
現
日
立
市
水
木
）
の
領
主
と
な
っ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る（

（
（

。
慶

長
七
年
（
一
六
〇
二
）
の
佐
竹
氏
の
秋
田
転
封
の
と
き
に
、
青
山
家
は
多
賀

郡
磯
原
村
に
「
潜
居
」
し
た
。

　

青
山
家
が
水
戸
藩
に
仕
え
た
の
は
、
一
渓
興
道
か
ら
で
あ
る
。
一
渓
は
少

年
の
と
き
か
ら
学
問
を
好
ん
だ
。
水
戸
に
出
た
一
渓
は
、
舜
水
祠
堂
守
の
田

代
倍
政
の
弟
子
と
な
っ
た
。
倍
政
が
老
い
て
か
ら
は
代
役
と
な
り
、
死
後
は

祠
堂
守
と
な
っ
た（
（1
（

。
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
一
二
月
一
九
日
に
、
一
渓
は

舜
水
祠
堂
守
に
就
任
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
一
二

月
二
五
日
に
切
符
を
賜
っ
て
士
分
に
取
り
立
て
ら
れ
て
、
史
館
勤
を
兼
務
し

た
。
翌
六
年
九
月
五
日
に
五
五
歳
で
死
亡
し
た
。
一
渓
が
就
任
し
た
舜
水
祠

堂
守
と
は
、
た
ん
に
二
代
藩
主
徳
川
光
圀
の
師
で
あ
っ
た
朱
舜
水
を
祭
る
施

設
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
藩
士
の
子
弟
を
教
育
す
る
場
で
も
あ
っ
た
。

　

一
渓
は
郷
医
小
林
清
休
の
息
子
を
娘
の
聟
養
子
に
迎
え
た
。
二
代
瑶
渓

延の
ぶ
つ
ね彝
で
あ
る
。
瑶
渓
は
舜
水
の
弟
子
の
安
積
澹
泊
の
弟
子
で
あ
っ
た
菊
池
南

汀
に
師
事
し
た（
（1
（

。
父
の
死
後
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
一
一
月
二
三
日
に

舜
水
祠
堂
守
と
史
館
勤
を
兼
務
し
た
。
そ
の
後
、
史
館
に
お
い
て
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
八
月
九
日
に
神
書
預
り
に
な
っ
た
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

八
月
一
四
日
に
祠
堂
守
を
免
除
さ
れ
た
。
そ
の
月
の
二
九
日
に
七
三
歳
で
死

亡
し
た
。

　

三
代
拙
斎
延
于
は
立
原
翠
軒
に
師
事
し
た（
（1
（

。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
四

月
二
四
日
に
史
館
雇
に
な
っ
た
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
四
月
一
四
日
に
、

藩
政
府
の
史
館
の
人
員
整
理
の
方
針
の
た
め
に
、
一
時
史
館
勤
を
免
職
に
な

り
、
歩
行
士
に
左
遷
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
二
月
二
八
日
に
は
編
集
と
し
て

再
勤
に
な
っ
た
。
以
後
、『
大
日
本
史
』編
纂
の
中
心
人
物
の
一
人
に
な
っ
た
。

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
七
月
一
六
日
に
は
総
裁
に
就
任
し
た
。
九
代
藩
主

徳
川
斉
昭
の
就
職
に
あ
た
っ
て
は
、
拙
斎
は
江
戸
で
擁
立
運
動
に
活
躍
し
た

が
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
二
月
二
七
日
に
水
戸
勤
に
な
り
、
一
一
月
六

日
に
は
書
院
番
組
に
左
遷
さ
れ
た
。
こ
れ
は
次
の
理
由
に
よ
る
と
解
せ
ら
れ

る
。
川
口
緑
野
は
文
政
五
年
一
二
月
一
二
日
に
金
銭
的
な
汚
行
の
た
め
に
総

裁
を
解
任
さ
れ
、
役
禄
召
放
・
遠
慮
に
処
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同
一
〇
年
三

月
六
日
に
再
勤
と
な
り
、
八
月
一
二
日
に
は
再
び
総
裁
に
就
任
し
た
。
そ
の

緑
野
が
同
じ
日
に
同
じ
処
罰
を
受
け
て
い
る
か
ら
、
正
志
斎
や
東
湖
ら
の
史

館
員
の
多
く
の
強
い
罷
免
要
求
を
、
拙
斎
が
取
り
上
げ
な
か
っ
た
た
め
と
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
三
年
五
月
二
九
日
に
は
斉
昭
に
抜
擢
さ
れ
て
通
事

に
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
学
問
的
な
評
価
も
高
く
、
弘
道
館
の
開
館
に
あ
た
っ

て
は
、
同
一
一
年
四
月
九
日
に
会
沢
正
志
斎
と
と
も
に
小
姓
頭
弘
道
館
教
授

頭
取
に
就
任
し
た
。
天
保
一
四
年
九
月
六
日
に
六
八
歳
で
死
亡
し
た
。

　

拙
斎
の
四
人
の
息
子
は
、み
な
学
者
に
な
っ
た
。
長
男
の
佩
弦
斎
延
光
は
、
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文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
一
二
月
二
五
日
に
史
館
雇
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、

総
裁
代
役
を
勤
め
た
。
弘
道
館
の
開
館
に
あ
た
っ
て
は
、
小
姓
頭
取
上
座
弘

道
館
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
父
拙
斎
の
死
後
は
後
任
と
し
て
、
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三
）
一
〇
月
一
日
に
小
姓
頭
弘
道
館
教
授
頭
取
に
任
命
さ
れ
た
。

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
六
四
歳
で
死
亡
し
た
。

　

二
男
の
佐
藤
松
渓
延
昌
は
、
本
草
学
者
の
佐
藤
中
陵
の
養
子
に
な
っ
た
。

と
く
に
史
館
・
弘
道
館
の
役
職
に
は
就
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、『
水

戸
の
文
籍（
（1
（

』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
学
者
で
あ
る
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

に
四
三
歳
で
死
亡
し
た
。

　

三
男
佐
々
木
柳
菴
延
之（
（1
（

は
、
神
書
取
調
懸
で
あ
っ
た
佐
々
木
重し
げ
と
も晁
の
養
子

に
な
っ
た
。
天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
に
史
館
雇
に
な
っ
た
。
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
一
二
月
二
五
日
に
弘
道
館
訓
導
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

一
二
月
九
日
に
助
教
に
就
任
し
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
五
六
歳
で

死
亡
し
た
。

　

四
男
鉄
槍
斎
延
寿
は
、
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
五
月
二
九
日
に
弘
道

館
勤
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
弘
道
館
訓
導
、
史
館
勤
な
ど
を
経
て
、
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
三
月
一
四
日
に
弘
道
館
助
教
に
就
任
し
た
。
明
治
三
九
年

（
一
九
〇
六
）
に
八
七
歳
で
死
亡
し
た
。

　

拙
斎
の
息
子
の
履
歴
は
政
争
の
た
め
に
複
雑
な
の
で
多
く
省
略
し
た
が
、

右
の
青
山
家
四
代
の
履
歴
を
み
た
だ
け
で
も
、
と
く
に
拙
斎
以
後
、
青
山
家

が
水
戸
学
者
の
な
か
で
重
き
を
置
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
た
ん
に
占

め
た
地
位
か
ら
重
き
を
置
い
た
の
み
で
は
な
か
っ
た
。
学
問
的
に
立
原
・
藤

田
に
比
べ
ら
れ
る
独
特
の
学
風
と
認
め
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
延
寿
は

弘
道
館
訓
導
と
し
て
同
僚
で
あ
っ
た
友
部
養
正
に
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い

る（
（1
（

。
学
術
の
こ
と
仰
せ
越
さ
れ
候
所
、
こ
れ
は
僕
、
足
下
の
た
め
に
と
ら
ざ

る
所
に
て
、
貴
兄
、
藤
田
学
と
な
す
も
の
の
弊
を
襲
い
候
て
、
自
か
ら

ご
承
知
な
き
事
と
存
じ
候
。
立
原
学
、
藤
田
派
、
青
山
派
な
ど
と
申
し

候
は
、
こ
れ
晩
生
の
人
、
書
を
読
ま
ざ
る
人
よ
り
起
り
候
こ
と
に
候
。

　

延
寿
は
否
定
し
て
い
る
の
だ
が
、
水
戸
で
一
般
に
い
わ
れ
る
立
原
・
藤
田

の
両
学
派
の
ほ
か
に
、「
青
山
派
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
に
も
、

以
下
順
次
、
一
節
で
記
し
た
幽
谷
の
尊
王
絶
対
化
の
思
想
と
の
矛
盾
点
を
検

討
し
よ
う
。

三　

国
号
日
本
の
問
題
が
提
示
す
る
も
の

　

拙
斎
は
『
皇
朝
史
略
』
の
書
名
に
、「
日
本
」
と
つ
け
た
か
っ
た
。
幽
谷

は
強
く
批
判
し
て
『
皇
朝
史
略
』
に
落
ち
着
い
た
。
こ
の
論
争
の
経
緯
は
小

松
氏
の
論
文（
（1
（

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
譲
ろ
う
。
こ
こ
で

は
、
幽
谷
に
は
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
七
月
の
「
皇
朝
史
略
序（
（1
（

」
の
一
文

が
あ
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
『
皇
朝
史
略
』
に
は
そ
れ
が
な
い
点
を
考
え
て
み

よ
う
。

　

な
お
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
『
大
日
本
史
』
の
書
名
を
『
史
稿
』
に

改
め
る
に
際
し
て
拙
斎
は
、『
史
稿
』
案
に
反
対
し
て
、「
私
議
」
す
る
の
は

や
め
て
『
国
史
』
と
命
名
し
て
お
き
、
正
式
名
称
は
完
成
後
の
書
名
勅
賜
を

待
と
う
と
提
案
し
た（
（1
（

。「
私
議
」
す
る
の
は
や
め
よ
う
と
い
い
な
が
ら
、
幽

谷
の
案
に
反
対
し
て
『
国
史
』
案
を
提
案
す
る
と
い
う
屈
折
し
た
行
為
は
、

拙
斎
の
本
音
は
幽
谷
の
提
案
に
反
対
で
、「
日
本
」
と
書
名
に
つ
け
る
こ
と

に
異
議
は
な
か
っ
た
こ
と
を
臭
わ
せ
る
。

　
『
皇
朝
史
略
』
は
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
に
執
筆
さ
れ
、
文
政
九
年
に

刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
私
の
見
た
木
版
本（
（1
（

に
は
、
最
初
に
文
政
八
年
五
月

の
亀
田
鵬
斎
と
文
政
九
年
一
〇
月
の
朝
川
善
庵
の
序
文
と
文
政
五
年
八
月
の

自
序
が
あ
り
、
最
後
に
文
政
九
年
九
月
の
佩
弦
斎
の
跋
が
あ
る
。
な
お
刊
行
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年
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
跋
文
の
な
か
で
佩
弦
斎
は
、「
艸
を
文
政
五
年
三

月
に
起
し
、
明
年
三
月
に
至
り
竣
功
す
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
草
稿
は
文

政
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
幽
谷
は
序

文
に「
今
こ
こ
に
余
、江
戸
に
来
り
、た
ま
た
ま
梓
人
の
史
略
を
刻
す
る
こ
と
、

す
で
に
成
る
に
会
す
」
と
書
い
て
い
る
か
ら
、
文
政
九
年
七
月
に
は
、
少
な

く
と
も
本
文
の
版
木
は
出
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
朝
川
の
序
文
は

一
〇
月
づ
け
で
あ
っ
た
か
ら
、
幽
谷
の
序
文
は
十
分
間
に
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
幽
谷
の
序
文
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

序
文
に
は
も
う
一
つ
、
八
代
藩
主
斉な
り

脩の
ぶ

の
も
の
が
あ
っ
た
。
拙
斎
も
「
先

寡
君
、
賜
ふ
に
序
を
以
て
す（
（2
（

」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
ど
う
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
拙
斎
の
四
男
延
寿
の
孫
で
、
同
家
の
文

書
を
引
き
継
い
だ
山
川
菊
栄（
（2
（

は
、「
藩
主
が
家
臣
の
著
書
に
序
文
を
か
く
こ

と
は
あ
ま
り
例
の
な
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
が
、
折
角
の
序
文
も
つ
け
る
の
は

初
版
だ
け
、
そ
れ
も
市
販
の
分
に
つ
け
て
は
い
け
な
い
と
い
う
条
件
つ
き

だ
っ
た
そ
う
で
す（
（2
（

」と
書
い
て
い
る
。山
川
は
典
拠
を
記
し
て
い
な
い
が
、「
そ

う
で
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
家
伝
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
山
川
は
そ
こ
で
幽
谷
の
序
文
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
採
否
に
関

し
て
は
述
べ
て
い
な
い（
（2
（

。
ま
た
、
井
坂
清
信
は
「
斉
脩
の
序
文
は
初
版
の
非

売
品
に
の
み
と
い
う
条
件
付
き
で
掲
載
を
許
可
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
幽
谷

の
序
文
も
以
後
の
版
か
ら
は
姿
を
消
し（
（2
（

」
た
、
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、

お
そ
ら
く
初
版
を
み
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
も
典
拠
を
示
し
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
初
版
と
い
う
よ
り
は
、
権
威
筋
に
配
る
贈
呈
本
と
い
う
べ
き

だ
、
と
私
は
思
う
。

　

井
坂
は
初
版
に
は
幽
谷
の
序
文
は
つ
い
て
い
た
が
、
以
後
は
削
除
さ
れ
た

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
述
べ
て
い
な
い
。
初
版
を
み
て
い
な
い
私

と
し
て
は
、
最
初
か
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
う
の
だ
が
、
幽
谷
の

序
文
に
「
子
世
（
拙
斎
の
字
、
注
吉
田
）
か
つ
て
序
を
余
に
問
ふ
」
と
あ
る

よ
う
に
、
拙
斎
が
依
頼
し
た
序
文
を
不
採
用
、
も
し
く
は
再
版
か
ら
削
除
し

た（
（2
（

と
い
う
こ
と
は
、
内
容
的
な
問
題
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

こ
で
、
次
に
幽
谷
の
序
文
を
検
討
し
よ
う
。

　

序
文
の
前
半
は
、
古
代
か
ら
二
代
藩
主
光
圀
に
至
る
ま
で
の
日
本
の
歴
史

学
と
歴
史
書
の
概
説
で
あ
る
。
次
に
拙
斎
の
『
皇
朝
史
略
』
が
書
か
れ
た
環

境
か
ら
説
き
始
め
た
。

吾
が
友
子
世
、
さ
き
に
史
局
に
在
り
。じ
ょ
う
と
し
て
治
を
見
ず
。
局
務
閑

暇
。
本
館
修
む
る
所
の
史
に
就
き
、
や
や
節
略
を
加
へ
、
書
十
二
巻
を

著
す
。

　
「

と
し
て
治
を
見
ず
」（
原
文
「

不
レ
見
レ
治
」）
と
は
い
か
な
る
意
味

で
あ
ろ
う
か
。「

」
と
は
『
字
源
』
に
よ
る
と
、「
む
だ
」「
あ
ま
り
」「
ひ

ま
」「
さ
ま
よ
ふ
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、「
無
駄
に
過
ご
し
て
、
総
裁

と
し
て
史
館
を
統
治
で
き
て
い
な
い
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
紀
伝

の
校
訂
で
忙
し
い
は
ず
の
館
務
は
暇
な
の
で
、『
大
日
本
史
』
を
簡
略
化
し

た
『
皇
朝
史
略
』
を
著
し
た
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

文
政
年
間
の
幽
谷
は
総
裁
で
あ
っ
た
が
、史
館
の
な
か
で
孤
立
し
て
い
た
。

館
員
は
幽
谷
の
思
う
よ
う
に
は
働
か
な
く
な
っ
て
い
た
。「
館
中
別
て
寝
入

候
姿
に
相
成
居
候（
（2
（

」、
ま
た
「
此
方
に
て
ハ
八
鼓
後
残
居
候
ハ
、
我
々
物
数

奇
の
様
に
て
指
支
候（
（2
（

」
と
拙
斎
に
書
き
送
っ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
館
務
が

停
滞
し
て
い
る
責
任
を
拙
斎
に
押
し
付
け
た
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
て
あ
い

た
時
間
を
利
用
し
て
『
皇
朝
史
略
』
を
書
い
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
幽
谷
は
、
こ
の
書
は
『
大
日
本
史
』
の
剽
窃
だ
と
の
批
判
が
あ
る

こ
と
、
こ
れ
に
対
し
て
初
学
者
の
た
め
に
書
い
た
と
の
拙
斎
の
弁
解
を
、
次

の
よ
う
に
記
し
た
。

人
あ
る
い
は
、
そ
の
国
史
を
剽
窃
し
、
以
て
己
が
功
と
な
す
を
譏
る
。

子
世
曰
く
、
吾
は
あ
へ
て
不
刊
の
典
を
改
竄
す
る
に
あ
ら
ず
。
本
史
浩

瀚
、
読
者
こ
れ
に
苦
し
む
。
吾
の
史
略
を
作
る
、
以
て
初
学
に
便
に
す
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る
の
み
。

　

そ
し
て
、
幽
谷
は
理
論
的
側
面
か
ら
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
、
次
の
よ

う
に
解
釈
し
て
拙
斎
の
書
の
出
版
を
合
理
化
し
た
。

昔
、
唐
人
鄭て
い

虔け
ん

、
当
世
の
事
を
蒐
録
す
。
人
、
あ
る
い
は
そ
の
私
に
国

史
を
修
む
と
告
ぐ
。
倉
皇
に
し
て
こ
れ
を
焚
く
。
後
さ
ら
に
綴
輯
し
て

書
若
干
巻
を
得
。
杜
甫
こ
れ
を
称
し
て
曰
く
、
貫
穿
遺
恨
な
し
、
会
萃
、

な
ん
ぞ
技
癢
な
ら
ん
と
。
今
や
子
世
の
論
著
す
る
所
、み
な
久
遠
の
世
、

当
世
の
事
に
あ
ら
ず
。
も
と
よ
り
か
の
広
文
先
生
と
異
な
る
。
何
ぞ
必

ず
し
も
こ
れ
を
焚
ん
や
。
何
ぞ
必
ず
し
も
こ
れ
を
焚
ん
や
。

　

唐
代
に
鄭
虔
が
「
当
世
の
事
」
を
集
め
て
い
た
ら
、
私
的
に
国
史
を
編
修

し
て
い
る
と
の
噂
が
立
っ
た
の
で
、
鄭
は
す
ぐ
に
焚
い
た
と
い
う
話
を
ま
ず

書
い
た
。
鄭
は
な
ぜ
焚
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
校
正
局
諸
学
士
に
与
ふ
る

の
書
」
に
、
幽
谷
は
「
そ
の
朝
廷
を
蔑な
み

す
る
は
、
豈
に
崔さ
い

浩こ
う

の
「
国
書
」
を

作
る
の
比
に
あ
ら
ず
や（
（2
（

」
と
書
い
た
。
崔
浩
は
北
魏
の
宰
相
で
『
国
書
』
を

編
纂
し
た
が
、
直
書
し
た
道
徳
批
判
の
た
め
に
族
滅
に
処
せ
ら
れ
た
人
で
あ

る
。
鄭
も
こ
う
し
た
疑
い
が
か
か
る
の
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。『
大
日
本
史
』

も
こ
う
し
た
危
惧
か
ら
、
論
賛
を
削
除
し
た
と
い
え
る
。
論
賛
ほ
ど
で
は
な

い
と
し
て
も
、
当
時
の
歴
史
書
は
道
徳
的
鑑
戒
の
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に

幽
谷
は
道
徳
的
評
価
を
と
も
な
う
国
家
的
な
歴
史
書
は
、
私
的
に
編
纂
し
て

は
な
ら
な
い
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
幽
谷
は
続
い
て
『
皇
朝
史
略
』
は
「
み
な
久
遠
の
世
、
当
世

の
事
に
あ
ら
ず
」
と
出
版
を
肯
定
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
理
論
先
行
型
の
幽

谷
と
し
て
は
論
理
不
整
合
な
結
論
で
あ
る
。
国
家
的
な
歴
史
書
の
私
撰
が
駄

目
な
ら
、
こ
の
原
則
に
古
今
の
別
は
な
い
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

幽
谷
の
本
音
は
、
こ
の
書
の
作
製
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、「
必
ず
焚
く
べ
か
ら
ず
」
と
の
明
瞭
な
否
定
の
表
現
で

な
く
、「
何
ぞ
必
ず
し
も
こ
れ
を
焚
ん
や
」
と
の
、
焚
い
た
ほ
う
が
よ
い
と

い
う
意
味
あ
い
を
含
ん
で
い
る
と
も
と
れ
る
表
現
を
、
繰
り
返
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

拙
斎
が
幽
谷
の
序
文
を
不
採
用
も
し
く
は
削
除
し
た
理
由
は
、
右
の
考
察

か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仕
事
を
さ
ぼ
っ
て
書
い
た
こ
と
、
よ
り

重
要
な
点
は
、
理
論
的
に
は
族
滅
に
値
す
る
行
為
だ
と
示
唆
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
私
が
最
初
か
ら
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
う
所
以
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
幽
谷
は
著
作
そ
の
も
の
を
否
定
し
な
い
で
、
日
本
の
国

号
で
論
争
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、「
校
正
局
諸
学
士
に
与
ふ

る
の
書
」
で
、
主
張
の
眼
目
が
日
本
と
称
す
る
こ
と
へ
の
反
対
で
あ
っ
た
こ

と
が
示
す
よ
う
に
、
私
撰
の
書
に
日
本
と
名
付
け
る
こ
と
は
、
幽
谷
の
も
っ

と
も
強
く
反
対
す
る
点
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）

六
月
一
三
日
の
拙
斎
宛
の
書
簡
に
お
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
「
校
正
局
諸
学

士
に
与
ふ
る
の
書
」
と
同
趣
旨
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る（
（2
（

。

日
本
の
人
に
し
て
日
本
の
史
を
作
候
に
ハ
、
実
は
国
号
も
入
不
レ
申
候
。

夫そ
れ

故
義
公
（
光
圀
の
諡
号
、
注
吉
田
）
御
在
世
の
時
ハ
、
史
記
と
ハ
御

称
被
レ
遊
候
へ
共
、
日
本
史
と
は
不
レ
被
レ
仰
候
。

　

ま
た
次
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
二
人
の
論
争
が
始
ま
っ
た
の
は
、
文
政

六
年
（
一
八
二
三
）
に
拙
斎
が
幽
谷
に
刊
行
願
の
斡
旋
と
訂
正
の
依
頼
を
し

た
と
き
か
ら
と
さ
れ
る（
（3
（

。
一
方
、
剽
窃
だ
と
の
反
対
論
が
始
ま
っ
た
の
は
い

つ
か
は
明
確
で
な
い
が
、
こ
と
の
性
格
上
、
知
れ
渡
っ
て
す
ぐ
、
す
な
わ
ち

同
じ
文
政
六
年
か
ら
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
反
対
論
は
根

強
か
っ
た
。
刊
行
が
決
ま
っ
た
文
政
八
年
六
月
二
四
日
の
拙
斎
に
宛
て
た
書

簡
に
お
い
て
も
、
幽
谷
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
史
館
の
公
論
を
え
る
必
要

を
説
い
て
い
る（
（3
（

。

外
之
書
と
違
ひ
史
略
之
儀
ハ
、
大
日
本
史
之
略
に
候
間
、
史
館
之
公
論

不
レ
可
二
磨
滅
一
、
能
々
御
工
夫
御
坐
候
様
仕
度
候
。
此
節
上
ニ
て
御
は

り
込
被
レ
遊
候
時
節
、
機
会
を
不
レ
失
候
様
被
レ
成
度
旨
、
御
尤
千
万
ニ
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御
坐
候
。
但
館
中
諸
子
之
内
に
ハ
、
此
節
御
上
木
不
レ
可
レ
然
と
申
人

も
御
坐
候
（
江
館
之
内
ニ
も
一
両
輩
有
レ
之
、
此
方
へ
文
通
有
レ
之
由
）

由
之
処
、
小
子
ハ
夫そ

れ

に
ハ
及
申
間
敷
、
上
木
も
上
木
の
次
第
に
よ
り
て

可
レ
然
抔な
ど

、
先
達
て
挨
拶
仕
置
候
。
如
レ
此
に
御
坐
候
間
、
何
卒
館
中

之
異
論
無
レ
之
様
、
穏
当
に
取
扱
申
度
候
。

　

公
論
を
え
る
方
法
を
明
示
し
な
い
で
、
公
論
を
え
よ
と
は
、
刊
行
を
中
止

し
ろ
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
も
聞
こ
え
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、

幽
谷
は
総
裁
間
の
対
立
を
複
雑
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
刊
行
中
止
の
議
論
は

一
般
の
館
員
の
根
強
い
反
対
論
に
委
ね
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

幽
谷
と
拙
斎
の
対
立
点
は
「
日
本
」
の
国
号
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
刊

行
そ
の
も
の
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
両
者
の
相
違
点
が
、も
っ

と
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
事
実
、幽
谷
の
序
文
は
こ
の
後
、

拙
斎
を
称
賛
す
る
文
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
明
確
に
違

い
の
多
い
こ
と
を
断
言
し
て
い
る
。

子
世
と
余
と
、
生
れ
て
郷
を
同
じ
く
し
、
幼
に
し
て
学
を
同
じ
く
し
、

長
じ
て
寮
を
同
じ
く
す
。
ま
さ
に
故
旧
の
誼
あ
り
。
し
か
し
て
そ
の
平

生
持
論
と
す
る
所
、多
く
余
と
異
な
る
。
然
る
に
人
心
は
面
の
ご
と
し
。

君
子
の
和
し
て
同
ぜ
ざ
る
を
貴
ぶ
所
以
な
り
。

　

二
人
は
思
想
的
な
違
い
を
前
提
と
し
て
、総
裁
と
し
て
一
致
で
き
る
こ
と
、

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
和
合
し
て
対
処
し
た
が
、
決
し
て
心
か
ら
同
調

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
ほ
か
の
相
違
点
と
は
何
か
。

論
を
進
め
よ
う
。

四　

志
表
を
め
ぐ
る
対
立

　

一
節
に
み
た
よ
う
に
、
私
は
前
著
に
お
い
て
拙
斎
が
幽
谷
ら
の
尊
王
絶
対

化
の
思
想
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
紀
伝
の
み
で
志
表

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
点
を
あ
げ
た
。
し
か
し
、、
こ
れ
は
な
い
も
の
ね
だ

り
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
な
に
し
ろ
志
表
は
未
完
成
で
、
起
伝
の
校

訂
に
追
わ
れ
て
い
た
現
実
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る（

（3
（

。『
皇
朝
史
略
』
刊
行
の
目

的
は
幽
谷
も
述
べ
て
い
た
が
、『
大
日
本
史
』
が
「
巻か
ん
ち
つ袠
浩
瀚
、
初
学
の
士
、

披
閲
に
不
便（
（3
（

」
な
の
で
、「
童
蒙
に
授
け
る（
（3
（

」
た
め
で
あ
っ
た
。

　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
以
降
、
幽
谷
ら
と
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
中
心

的
役
割
を
荷
っ
た
拙
斎
は
、も
ち
ろ
ん
も
と
も
と
廃
志
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。

次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る（
（3
（

。

文
公
（
六
代
藩
主
治
保
の
諡
号
、
注
吉
田
）
の
時
、
余
館
員
た
り
。
時

に
東
里
（
翠
軒
の
号
の
一
つ
、
注
吉
田
）
先
生
編
集
の
事
を
総
裁
す
。

志
表
を
修
め
る
を
止
め
ん
こ
と
を
建
議
す
。
藤
田
一
正
（
幽
谷
の
諱
、

注
吉
田
）
等
、
そ
の
議
を
是
と
せ
ず
。
し
ば
し
ば
論
弁
あ
り
。
先
生
す

こ
ぶ
る
こ
れ
を
厭
ふ
。
し
か
し
て
余
も
ま
た
時
ど
き
、
そ
の
こ
と
を
慫

慂
す
。
先
生
以お
も
え
ら
く為
、
少
年
後
輩
、
す
な
は
ち
敢あ
え

て
成
議
を
沮
む
と
。
こ

れ
を
以
て
意
に
忤さ
か
らひ
、
つ
い
に
外
に
補
せ
ら
る
。

　

拙
斎
は
二
節
に
み
た
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
四
月
の
歩
行
士
へ
の
左
遷

を
、
廃
志
に
反
対
し
た
た
め
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る（
（3
（

。

　
『
大
日
本
史
』
に
志
表
を
つ
け
る
と
い
う
点
で
は
幽
谷
ら
と
一
致
し
て
い

た
拙
斎
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
に
な
る
と
見
解
を
異
に
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
幽
谷
が
「
校
正
局
諸
学
士
に
与
ふ

る
の
書
」
を
水
戸
に
送
っ
た
直
前
に
、
高
橋
坦
室
は
「
志
類
篇
目
」
を
確
定

し
よ
う
と
し
て
、
水
戸
に
書
簡
を
送
っ
た（
（3
（

。
そ
の
と
き
の
こ
と
を
、
拙
斎
は

次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る（
（3
（

。

一
正
、
ま
た
広
備
（
坦
室
の
諱
、
注
吉
田
）
と
志
目
を
更
む
る
こ
と
を

議
す
。
余
、時
に
立
原
総
裁
に
従
ひ
邸
中
に
在
り
。
そ
の
説
を
与
聞
し
、

心
す
こ
ぶ
る
服
さ
ず
。
し
ば
し
ば
相
論
難
す
。
す
で
に
し
て
一
正
職
を

免
ぜ
ら
る
。
そ
の
議
つ
い
に
寝
む
。
の
ち
数
年
、
一
正
職
に
復
す
。
文
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公
志
表
を
修
む
る
を
命
ず
る
に
会
し
、
つ
い
に
と
も
に
議
を
定
む
。
今

の
志
目
を
為
る
と
云
ふ
。（
一
正
と
広
備
と
議
定
す
る
と
こ
ろ
の
志
目
、

天
文
暦
災
祥
を
併
せ
陰
陽
志
と
な
す
。
兵
馬
刑
法
を
併
せ
兵
刑
志
と
な

す
。
そ
の
他
、職
官
は
官
氏
と
な
し
、仏
事
は
仏
徒
と
な
す
の
類
な
り
。）

　

志
目
の
問
題
と
は
、
光
圀
の
定
め
た
十
志
の
目
は
不
明
に
な
っ
て
い
た
。

当
時
の
数
は
一
五
志
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
光
圀
の
意
志
に
反
す
る
の
で
、

光
圀
の
考
え
に
基
づ
い
て
十
志
に
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
問
題
で
あ

る（
（3
（

。
志
と
は
分
野
別
の
歴
史
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
ん
に
光
圀
の
意
志

と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
ど
の
分
野
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
書
く
か
、
書
け

る
か
の
問
題
で
あ
っ
て
、非
常
に
学
問
的
な
問
題
で
あ
る
。
両
者
の
「
論
難
」

の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
右
の
カ
ッ
コ
内
の
幽
谷
た
ち
の
案
は
数
あ
わ

せ
が
優
先
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

拙
斎
は
幽
谷
が
復
職
し
て
、
藩
主
治
保
の
修
志
の
命
を
受
け
て
、
志
目
は

定
ま
っ
た
と
伝
え
る
。
こ
れ
が
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
二
月
五
日
に
定
め

ら
れ
た
十
三
志
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
お
か
し
い
。
十
三
志
を
示
す
。
カ
ッ

コ
内
は
担
当
者
で
あ
る（
（4
（

。

神
祇
志
（
青
山
延
于
）、
天
文
志
（
藤
田
一
正
）、
地
理
志
（
未
定
）、

氏
族
志
（
未
定
）、
職
官
志
（
高
橋
広
備
）、
礼
儀
志
（
青
山
延
于
）、

輿
服
志
（
高
橋
広
備
）、音
楽
志
（
藤
田
克
中
）、食
貨
志
（
川
口
長
孺
）、

兵
馬
志
（
藤
田
一
正
）、
刑
法
志
（
未
定
）、
文
志
（
高
橋
広
備
）、
釈

教
志
（
川
口
長
孺
）、

　

な
に
が
お
か
し
い
か
と
い
う
と
、
単
純
に
十
三
志
で
あ
る
点
で
あ
る
。
目

標
の
十
に
達
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
現
行
の
『
大
日
本
史
』
は
十
志
、
す

な
わ
ち
、
神
祇
志
・
氏
族
志
・
職
官
志
・
国
郡
志
・
食
貨
志
・
礼
楽
志
・
兵

志
・
刑
法
志
・
陰
陽
志
・
仏
事
志
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
討

論
を
へ
て
、
い
つ
こ
の
十
志
に
確
定
し
た
の
か
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
水

戸
学
を
研
究
す
る
う
え
で
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
興
味
あ
る
問
題
の
一

つ
で
あ
る
。

五　

賛
文
の
問
題

　

一
般
に
論
賛
削
除
と
表
現
さ
れ
る
が
、
論
と
は
各
種
列
伝
で
立
伝
の
趣
旨

を
説
い
た
文
章
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
幅
に
修
正
さ
れ
た
が
、
現
行
の
『
大
日

本
史
』
に
も
載
っ
て
い
る
。
削
除
さ
れ
た
の
は
本
紀
・
列
伝
の
各
人
に
付
け

ら
れ
た
賛
文
で
あ
る
。
削
除
さ
れ
た
理
由
は
、
す
で
に
一
節
に
述
べ
た
よ
う

に
、
と
く
に
天
皇
に
対
し
て
遠
慮
の
な
い
道
徳
批
判
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。

　

と
こ
ろ
が
、拙
斎
は
『
皇
朝
史
略
』
に
お
い
て
、三
六
カ
所
に
「
外
史
氏
曰
」

の
書
出
し
で
賛
文
を
書
い
た
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
、
安
積
澹
泊
の
賛
文
と

同
じ
論
旨
で
あ
る（
（4
（

。
こ
の
事
実
は
、
明
ら
か
に
拙
斎
の
思
想
は
、
幽
谷
た
ち

の
尊
王
絶
対
化
の
思
想
と
は
異
質
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
十
分
示
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
一
例
を
あ
げ
て
、
い
か
に
同
じ
趣
旨
を
語
っ
て
い
る
か
を
み
て

み
よ
う
。
水
戸
学
は
朝
廷
か
ら
武
家
に
政
権
が
移
っ
た
理
由
を
、
歴
代
天
皇

の
失
徳
・
失
政
に
求
め
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
典
型
と
い
え
る
、
後
白
河
天
皇

の
賛
文
を
取
り
上
げ
る
。

　

澹
泊
の
「
後
白
河
天
皇
紀
の
賛
」
に
は
、次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
（4
（

（
比

較
の
都
合
で
、
保
元
の
乱
ま
で
の
記
述
は
省
略
し
た
）。

藤
原
信
頼
を
嬖へ
い
ち
ょ
う寵
し
て
、
立
ち
ど
こ
ろ
に
兵
革
を
招
き
、
平
清
盛
に
委

任
し
て
、、
反
つ
て
呑
噬
に
遭
ひ
、
源
義
仲
・
源
義
経
に
逼
ら
れ
て
、

源
頼
朝
を
討
つ
の
誥
を
下
す
に
至
り
て
は
、
則
ち
朝
令
夕
改
、
天
下
、

適
従
す
る
を
知
る
莫な

し
。
大
権
、
関
東
に
潜
移
し
て
、
其
の
狙
詐
の
術

に
堕
つ
る
を
知
ら
ず
。
中
材
の
主
も
、
亦
為
さ
ざ
る
所
な
り
。（
中
略
）

藤
原
俊
憲
の
語
を
載
せ
て
曰
く
、「
法
皇
は
全
然
晋
の
恵
帝
な
り
。
八

王
の
権
を
争
ふ
こ
と
、
今
将
に
遠
か
ら
ざ
ら
ん
と
す
」
と
。
甚
だ
し
い
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か
な
、
其
の
之
を
言
ふ
や
。
此
れ
、
臣
子
の
擬
議
す
可
き
所
に
非
ず
と

雖
も
、
亦
当
時
の
公
論
な
り
。

　

一
方
、『
皇
朝
史
略
』
の
賛
文
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る（

（4
（

。

外
史
氏
曰
く
。
は
な
は
だ
し
い
か
な
法
皇
の
不
明
な
る
。
義
経
の
院
宣

を
請
ふ
に
あ
た
り
、
法
皇
を
し
て
兼
実
の
言
を
用
ゐ
し
め
ば
、
い
づ
く

ん
ぞ
怨
み
を
鎌
倉
に
取
り
、
侮
り
を
天
下
に
納
め
ん
こ
と
あ
ら
ん
や
。

か
つ
頼
朝
は
た
し
て
罪
あ
ら
ん
や
、
よ
ろ
し
く
与
ふ
る
に
殊
賞
を
以
て

す
べ
か
ら
ず
。
頼
朝
は
た
し
て
罪
な
か
ら
ん
や
、
よ
ろ
し
く
加
ふ
る
に

刑
戮
を
以
て
す
べ
か
ら
ず
。
そ
れ
刑
賞
・
与
奪
は
国
家
の
大
柄
、
人
主

の
恃
ん
で
以
て
治
を
な
す
所
な
り
。
朝
に
賞
し
て
夕
に
罰
し
、
前
に
与

へ
て
後
に
奪
ふ
。
人
を
し
て
適
従
す
る
所
を
知
ら
ざ
ら
し
む
。
法
皇
の

挙
措
か
く
の
如
し
。
紀
綱
い
づ
く
ん
ぞ
壊
れ
ざ
る
を
え
ん
。
朝
廷
い
づ

く
ん
ぞ
衰
へ
ざ
る
を
え
ん
。
宜む
べ

な
る
か
な
、
禄
、
王
室
を
去
り
て
、
権
、

人
臣
に
帰
す
る
を
。
藤
原
俊
兼
（
俊
憲
の
誤
り
、
注
吉
田
）、
法
王
を

以
て
晋
の
恵
帝
に
比
す
。
ま
こ
と
に
以ゆ
え

あ
る
な
り
。

　

両
書
と
も
に
諸
勢
力
が
興
亡
す
る
な
か
で
、
無
原
則
的
な
朝
令
暮
改
の
政

治
を
行
っ
て
、
つ
い
に
頼
朝
に
政
権
を
奪
わ
れ
た
と
、
暗
君
後
白
河
を
批
判

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
拙
斎
は
晋
の
恵
帝
と
の
比
定
ま
で
ま
ね
て
い
る
。
な

お
「
頼
朝
に
罪
云
々
」
は
、
澹
泊
の
頼
朝
の
賛
文
の
一
節
、「
王
の
愾
す
る

所
に
敵
し
て
、
其
の
功
を
献
ず
れ
ば
、
十
世
と
雖
も
之
を
宥
し
て
可
な
り（
（4
（

」

を
思
い
起
こ
せ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
兼
実
の
言
」
と
は
、
九
条
兼
実

が
義
経
を
鎌
倉
に
渡
す
よ
う
に
進
言
し
た
こ
と
を
指
す
。

　

幽
谷
た
ち
は
名
分
論
の
立
場
か
ら
天
皇
を
批
判
す
る
賛
文
を
削
除
し
た
。

一
方
、
拙
斎
は
『
皇
朝
史
略
』
に
お
い
て
、
賛
文
を
書
い
た
。
こ
れ
だ
け
で

も
思
想
的
な
違
い
が
あ
る
と
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
と
ど
ま

ら
な
か
っ
た
。
削
除
さ
れ
た
賛
文
と
同
質
的
な
賛
文
を
書
い
た
の
で
あ
る
。

明
ら
か
に
両
者
の
思
想
は
、
よ
り
大
き
く
違
っ
て
い
た
と
認
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
節
で
み
た
尾
藤
の
幽
谷
た
ち
が
臣
下
と
し
て

名
分
に
従
う
思
想
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
拙
斎
の
は
君
主
が
正
名
に
努
め
る

こ
と
を
求
め
る
思
想
で
あ
っ
た
と
す
る
見
解
で
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

尾
藤
説
は
幽
谷
の
「
正
名
論
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
有
名
な
「
幕
府
、

皇
室
を
尊
べ
ば
、
す
な
は
ち
諸
侯
、
幕
府
を
崇
び
、
諸
侯
、
幕
府
を
崇
べ
ば
、

す
な
は
ち
卿
・
大
夫
、
諸
侯
を
敬
す（
（4
（

」
の
下
位
者
に
随
順
を
求
め
る
論
理
が
、

水
戸
学
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
と
と
ら
え
る
の
で
あ
る（
（4
（

。

　

し
か
し
、
幽
谷
た
ち
の
名
分
論
が
、
下
位
者
に
従
属
を
の
み
求
め
る
も
の

だ
と
し
た
な
ら
ば
、
彼
ら
の
行
動
は
説
明
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば

幽
谷
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
藩
主
治
保
を
激
烈
に
批
判
し
た
意
見

書
「
丁
巳
封
事
」
を
提
出
し
て
、
不
敬
の
罪
で
処
罰
さ
れ
た
。
ま
た
東
湖
は

『
回
転
詩
史
』を
、「
三
た
び
死
を
決
し
て
死
せ
ず
」か
ら
始
め
て
、さ
ら
に「
五

た
び
閑
を
乞
ひ
て
閑
を
え
ず
」
と
詠
じ
て
解
説
し
た
。
そ
こ
で
語
ら
れ
た
内

容
は
、
第
一
話
が
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
に
イ
ギ
リ
ス
人
が
水
戸
藩
領
の

大
津
に
上
陸
し
た
と
き
に
、
父
幽
谷
か
ら
放
免
と
決
ま
っ
た
と
き
に
は
切
っ

て
こ
い
と
命
じ
ら
れ
た
話
で
あ
る
よ
う
に
、
み
な
主
命
に
逆
ら
っ
て
激
し
く

行
動
し
た
逸
話
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

い
っ
た
い
一
八
歳
の
神
童
と
い
わ
れ
た
優
秀
な
青
年
幽
谷
が
書
い
た
模
範

答
案
の
よ
う
な
「
正
名
論
」
の
思
想
を
、
尊
王
攘
夷
の
国
家
論
を
打
ち
建
て

る
た
め
に
終
生
思
想
的
格
闘
を
続
け
た
幽
谷
が
、
金
科
玉
条
の
ご
と
く
守
り

続
け
た
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
幽
谷
の
思
想
を
分
析
し
て
、
幽
谷
の
名
分
論
は

次
の
三
期
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
た（
（4
（

。

第
一
に
徂
徠
学
的
、政
治
的
に
職
分
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
、

青
年
期
は
こ
の
側
面
が
強
か
っ
た
。
第
二
に
朱
子
学
的
、
道
徳
的
に
行

為
の
善
悪
を
問
題
に
す
る
も
の
で
、『
大
日
本
史
』
編
纂
に
た
ず
さ
わ

る
な
か
で
、
こ
の
側
面
が
強
く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
第
三
に
そ
れ
ら
を

基
盤
に
し
て
晩
年
に
国
体
論
を
形
成
す
る
尊
王
絶
対
化
、
世
界
に
冠
た
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る
日
本
を
説
く
も
の
で
あ
る
。

　

幽
谷
の
尊
王
絶
対
化
し
た
国
体
論
は
、
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
文
政
年
間

に
な
っ
て
形
成
さ
れ
た
点
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い（

（4
（

。

　

日
本
の
儒
学
が
正
名
の
思
想
を
否
定
し
て
名
分
論
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う

と
き
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
君
主
の
廃
立
や
王
朝
交
代
の
革
命
を
否
定

し
た
点
で
あ
る
。
正
名
と
は
名
分
を
正
す
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
広
く
と
れ

ば
そ
れ
は
自
分
に
対
し
て
も
、
他
者
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
意
味

で
君
主
に
対
す
る
諌
争
な
ど
も
容
認
さ
れ
る
。
た
だ
君
主
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

儒
教
的
歴
史
学
の
場
合
、
歴
史
を
動
か
す
二
大
要
素
は
、
天
の
応
報
と
人

の
正
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
右
の
立
場
に
立
つ
『
大
日
本
史
』
水
戸
学
は
、

人
の
正
名
、
皇
統
や
天
皇
を
直
接
否
定
す
る
行
為
は
認
め
な
い
。
天
皇
の
道

徳
的
行
為
の
結
果
は
、
天
の
応
報
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
（4
（

。
道
徳
的

鑑
戒
の
書
で
あ
る
紀
伝
体
の
書
で
は
、
史
実
を
正
確
に
本
文
に
記
述
す
る
こ

と
で
、人
の
善
悪
の
行
為
は
お
の
ず
と
表
現
さ
れ
る
と
理
解
し
て
い
る
。『
大

日
本
史
』
か
ら
賛
文
は
削
除
さ
れ
た
が
、
賛
文
は
そ
れ
を
儒
教
理
論
に
基
づ

い
て
要
約
・
明
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

道
徳
的
鑑
戒
は
、
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
支
配
層
に
の
み
に
求
め
ら
れ
た

の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
紀
伝
体
の
書
は
、
帝
王
を
中
心
と
し
た
高
位
の
人

の
伝
記
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
帝
王
は
じ
め
と
す
る
高
位
の
人
の
道
徳
的
行

為
と
そ
の
結
果
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、帝
王
た
ち
高
位
の
人
の
み
で
な
く
、

下
位
の
人
が
道
徳
的
鑑
戒
に
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
拙
斎
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
、
論
賛
削
除
が
議
論
さ
れ
た
と

き
、
次
の
よ
う
に
藩
主
治
保
の
見
解
だ
か
ら
と
賛
成
し
た
。
し
か
し
、
最
後

に
「
あ
へ
て
敬
服
せ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、
個
人
的
に
は
反
対
で
あ
っ

た
と
認
め
ら
れ
る（
（5
（

。

今
上
公
（
藩
主
治
保
の
こ
と
、
注
吉
田
）
英
特
之
資
を
以
て
、
加
ふ
る

に
博
古
の
学
を
以
て
、
史
氏
の
弊
惑
を
去
り
、
俗
儒
の
拘
攣
を
破
り
、

決
然
と
こ
れ
を
決
し
、
毅
然
と
し
て
こ
れ
を
行
ふ
。
そ
の
特
見
卓
識
、

千
古
に
度
越
す
。
少
子
輩
の
あ
へ
て
容
喙
す
る
所
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

あ
へ
て
敬
服
せ
ず
。

　
『
大
日
本
史
』
か
ら
賛
文
を
削
除
し
た
幽
谷
た
ち
の
思
想
は
、
天
皇
を
道

徳
批
判
か
ら
超
越
し
た
存
在
と
す
る
尊
王
絶
対
化
を
一
歩
進
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
皇
朝
史
略
』に
賛
文
を
書
い
た
拙
斎
の
思
想
は
、

前
期
水
戸
学
以
来
の
道
徳
観
に
忠
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

神
道
と
神
勅

　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
閏
一
月
四
日
に
幽
谷
た
ち
は
、
藩
主
治
保
か
ら

天
照
以
来
の
皇
祖
神
の
世
系
を
神
武
の
紀
首
に
書
き
加
え
る
許
可
を
求
め

て
、
裁
可
さ
れ
た
。
こ
の
決
定
は
光
圀
の
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
基
本
方
針

の
一
つ
で
あ
る
、「
神
代
ハ
怪
異
之
事
計
ニ
候
間
、
神
武
ノ
口
へ
も
難
レ
載

候
間
、
別
ニ
天
神
本
紀
・
地
神
本
紀
を
立
、
七
代
五
代
ノ
事
を
可
レ
書（
（5
（

」
に

逆
ら
う
、
水
戸
学
成
立
の
一
大
画
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

な
ぜ
治
保
が
こ
の
変
更
を
認
め
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
幽
谷
た
ち
に

と
っ
て
皇
統
を
神
秘
化
し
て
絶
対
化
す
る
意
義
が
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な

い
。
そ
の
う
え
、
漢
文
で
本
文
二
六
七
字
の
短
文
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
た

ん
に
天
照
以
下
、
五
代
の
世
系
が
記
さ
れ
た
の
み
で
な
く
、
天
照
が
天
孫

瓊に

に瓊
杵ぎ
の

尊み
こ
とに
与
え
た
天
壌
無
窮
の
神
勅
が
記
さ
れ
た
。
幽
谷
た
ち
は
皇
統
が

日
本
の
君
主
と
し
て
永
遠
に
栄
え
る
こ
と
を
も
謳
い
上
げ
た
の
で
あ
る
。
次

に
注
記
を
除
い
た
全
文
を
み
て
み
よ
う
（
振
り
仮
名
は
原
文
の
ま
ま（
（5
（

）。

天
祖
大オ
ホ

日ヒ
ル

孁メ
ノ

尊ミ
コ
ト

高タ
カ

天マ
ノ

原ハ
ラ

を
治
む
。
こ
れ
天ア
マ

照テ
ラ
ス

大オ
ホ

神ミ
カ
ミ

た
り
。
天
照
大
神

の
子
正マ

サ

哉カ

吾ア

勝カ
ツ

勝カ
チ

速ハ
ヤ

日ビ

天ア
マ
ノ

忍オ
シ

穂ホ

耳ミ
ミ
ノ

尊
高タ
カ

皇ミ

産ム
ス

霊ビ
ノ

尊
の
女
𣑥タ
ク
ハ
タ幡
千チ

千チ

姫ヒ
メ

を
娶
り
、
天ア
マ

津ツ

彦ヒ
コ

彦ヒ
コ

火ホ
ノ

瓊ニ

瓊ニ

杵ギ
ノ

尊ミ
コ
トを
生
む
。
天
祖
既
に
群
臣
に
命
じ
、
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下
土
を
平
定
す
。
す
な
は
ち
天
孫
を
し
て
降
り
て
葦ア
シ

原ハ
ラ
ノ

中ナ
カ

国ツ
ク
ニに
居
ら

し
め
て
、
こ
れ
が
主
と
な
す
。
賜
ふ
に
八ヤ

坂サ
カ

瓊ニ
ノ

曲マ
ガ

玉タ
マ

、
及
び
八ヤ

咫タ
ノ

鏡カ
ガ
ミ

、

草ク
サ
ナ
ギ薙
剱ノ
ツ
ル
ギの
三
種
の
宝
物
を
以
て
す
。
因
り
て
こ
れ
に
謂
ひ
て
曰
く
、

豊ト
ヨ
ア
シ
ハ
ラ
ノ
ミ
ツ
ホ
ノ
ク
ニ

葦
原
瑞
穂
国
は
、
こ
れ
吾
が
子
孫
の
王
た
る
べ
き
の
地
な
り
。
爾
よ

ろ
し
く
就
て
治
む
べ
し
。
宝
祚
の
隆
へ
、
ま
さ
に
天
壌
と
窮
り
な
か
る

べ
し
と
。
こ
こ
に
於
て
瓊
瓊
杵
尊
天ア
マ
ノ
イ
ハ
ク
ラ

磐
座
を
離
れ
、
日ヒ
ム

向カ
ノ

高タ
カ

千チ

穂ホ
ノ

峯タ
ケ

に

降
り
、
遂
に
吾ア

田タ

に
到
り
、
大オ
ホ
ヤ
マ
ツ
ミ
ノ

山
祇
女
木コ
ノ

華ハ
ナ

開サ
ク

邪ヤ

姫ヒ
メ

を
娶
り
、
彦ヒ
コ

火ホ

火ホ

出デ

見ミ
ノ

尊
を
生
む
。
彦
火
火
出
見
尊
海
神
豊ト
ヨ

玉タ
マ

彦ヒ
コ

の
女
豊ト
ヨ

玉タ
マ

姫ヒ
メ

を
娶
り
、

彦ヒ
コ

波ナ
ギ

瀲サ

武タ
ケ

鸕ウ

草カ
ヤ

葺フ
キ

不ア
ヘ

合ズ
ノ

尊
を
生
む
。
瓊
瓊
杵
尊
よ
り
下
、
葺
不
合
尊

に
至
る
、
世
世
相
襲
ぎ
、
天ア
マ

津ツ

日ヒ

高コ

の
号
有
り
。
後
世
こ
れ
を
尊
び
、

ま
た
皆
天
祖
と
称
す
。
天
祖
の
胤
、
無
窮
に
伝
ふ
。
故
に
騰
極
し
て
こ

れ
を
日ヒ

嗣ツ
ギ

と
謂
ふ
。
上
世
の
事
、
年
代
悠
遠
、
神
異
測
ら
れ
ず
。
総
じ

て
こ
れ
を
称
し
て
神カ
ミ

代ヨ

と
曰
ふ
と
云
ふ
。

　

傍
線
の
つ
い
た
部
分
が
天
壌
無
窮
の
神
勅
で
あ
る
。
天
壌
無
窮
の
神
勅
は

近
代
天
皇
制
下
、
天
皇
制
の
永
遠
性
を
保
証
す
る
神
話
的
論
拠
と
し
て
重
視

さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
拙
斎
は
、『
皇
朝
史
略
』
の
神
武
の
紀
首
に
、
皇
祖
神
の

世
系
を
次
の
よ
う
に
記
し
た（
（5
（

。

天
祖
大
日
孁
尊
高
天
原
を
治
む
。
実
に
明
徳
あ
り
。
六
合
に
照
臨
す
。

こ
れ
天
照
大
神
た
り
。
大
神
の
子
正
哉
吾
勝
勝
速
日
天
忍
穂
耳
尊
と
曰

ふ
。
忍
穂
耳
尊
天
津
彦
彦
火
瓊
瓊
杵
尊
を
生
む
。
天
祖
八
坂
瓊
曲
玉
、

天
叢
雲
剣
、
及
び
八
咫
鏡
を
以
て
、
こ
れ
に
賜
ふ
。
世
世
伝
へ
て
宝
と

な
す
。
瓊
瓊
杵
尊
降
り
て
日
向
高
千
穂
峰
に
居
る
。
大
山
祇
の
女
木
華

開
邪
姫
を
娶
り
、
彦
火
火
出
見
尊
を
生
む
。
彦
火
火
出
見
尊
海
神
豊
玉

彦
の
女
豊
玉
姫
を
娶
り
、
彦
波
瀲
武
鸕

草
葺
不
合
尊
を
生
む
。

　

細
か
い
点
は
と
も
か
く
、
こ
れ
で
は
天
壌
無
窮
の
神
勅
が
ス
ッ
ポ
リ
と
抜

け
た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
照
を
儒
教
の
聖
人
の
徳
で
あ
る

明
徳
に
よ
っ
て
権
威
づ
け
て
い
る
。
こ
の
両
者
の
違
い
は
、
神
道
観
の
違
い

を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

幽
谷
の
神
道
理
解
に
影
響
を
与
え
た
思
想
と
し
て
、
山
崎
闇
斎
の
垂
加
神

道
が
指
摘
さ
れ
る
。
た
し
か
に
熱
烈
な
尊
王
論
者
で
あ
っ
た
闇
斎
は
、
天
壌

無
窮
の
神
勅
を
「
こ
れ
王
道
の
元
な
り（
（5
（

」
と
と
ら
え
て
い
た
。
し
か
し
、
儒

家
神
道
で
は
中
華
帝
国
で
あ
る
中
国
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
。
せ
い
ぜ
い
日

本
は
中
国
と
対
等
の
中
華
帝
国
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
闇
斎
も
、「
中
国
の
名
、
各
国
み
ず
か
ら
言
へ
ば
、
す
な
は
ち
我
は
こ

れ
中
に
し
て
四
外
は
夷
な
り（
（5
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

　

右
の
よ
う
な
儒
家
神
道
の
限
界
は
、
尊
王
絶
対
化
、
世
界
に
冠
た
る
日
本

を
合
理
化
す
る
理
論
の
構
築
に
努
力
し
て
い
た
幽
谷
に
は
慊
ら
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
う
し
た
幽
谷
の
神
道
論
は
本
居
宣
長
に
学
ん
で
い
る
。

　

日
本
が
世
界
の
最
上
国
で
あ
る
と
の
思
想
は
、
も
ち
ろ
ん
儒
教
に
由
来
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
儒
者
が
唱
え
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

は
国
学
、
し
か
も
宣
長
に
至
っ
て
は
じ
め
て
唱
道
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ

う（
（5
（

。
宣
長
は
『
玉
く
し
げ
』
に
お
い
て
天
壌
無
窮
の
神
勅
を
、「
道
の
根
元

大
本
」
と
述
べ
て
い
る（
（5
（

。
ま
た
「
直
毘
霊
」
に
も
、
天
照
は
高
天
原
に
い
て

「
事コ
ト
ヨ
サ依
し
賜
ひ
し
ま
に
〳
〵
」
皇
統
は
持
続
し
、「
此
道
の
霊ア
ヤ
シ

く
奇ク
ス
シ

く
、
異ア
ダ
シ
ク
ニ国

の
万
の
道
に
す
ぐ
れ
て
、
正タ
ダ

し
き
高タ
カ

き
貴タ
ツ
ト

き
徴シ
ル
シ

な
り
け
る
」
と
書
か
れ
て
い

る（
（5
（

。
た
だ
し
、
幽
谷
は
神
道
説
を
宣
長
か
ら
学
ん
だ
と
は
い
わ
な
い
。
幽
谷

の
神
道
説
は
宣
長
と
同
様
に
、
徂
徠
学
の
聖
人
作
為
説
に
よ
る
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

世
界
の
最
上
国
に
日
本
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
幽
谷
に
と
っ
て
、
た
ん

に
神
道
を
導
入
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
核
心
と
も
い
え
る
天
壌
無
窮
の
神

勅
は
是
非
と
も
書
き
加
え
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
方
、
そ
れ
を
記
さ
な

か
っ
た
拙
斎
の
思
想
的
立
場
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　

拙
齋
の
神
道
論
を
直
接
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
青
山
家
は
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水
戸
藩
に
お
け
る
神
道
研
究
の
系
譜
に
連
な
る
家
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

今
井
桐
軒
―
津
田
簡
斎
―
丸
山
可
澄
―
青
山
一
渓（
（5
（

、
そ
し
て
瑶
渓
―
拙
斎
で

あ
る
。
拙
斎
は
瑶
渓
の
原
稿
を
元
に
し
て
、「
神
祇
志
」
を
執
筆
し
て
い
る（

（6
（

。

　

光
圀
以
来
の
水
戸
学
に
お
け
る
神
道
は
、
寛
文
一
〇
年
（
一
六
七
〇
）
に

な
っ
た
今
井
編
『
神
道
集
成
』
の
凡
例
の
第
一
条
に
、「
凡
そ
こ
の
書
の
始
終
、

両
部
習
合
の
邪
説
を
排
し
、
唯
一
宗
源
の
正
道
に
帰
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、

唯
一
宗
源
神
道
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
津
田
に
よ
る
元
禄
二

年（
一
六
八
九
）版
も
同
文
で
あ
る
。
丸
山
に
よ
る
享
保
一
五
年（
一
七
三
〇
）

版
は
表
現
が
違
っ
て
い
る
が
、「
専
ら
唯
一
宗
源
を
主
と
し
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
編
者
不
明
の
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
版
に
凡
例
は
な
い
が
、「
天

孫
降
臨
」
の
口
訣
で
は
、
天
壌
無
窮
の
神
勅
は
な
く
、「
陪
従
す
る
者
何
ぞ

や
」が
問
わ
れ
て
い
る（
（6
（

。
彼
ら
は
光
圀
以
来
の
伝
統
に
従
っ
て
、『
神
道
集
成
』

を
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

拙
斎
が
『
神
道
集
成
』
の
編
纂
と
、
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
た
か
は
不
明
で

あ
る
。
し
か
し
、
次
節
に
説
く
よ
う
に
、
拙
斎
は
家
学
を
継
承
し
て
い
る
の

で
、
強
く
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

　

唯
一
宗
源
神
道
は
儒
家
神
道
の
一
派
で
あ
る
。
儒
家
神
道
は
当
然
儒
教
理

論
に
よ
っ
て
合
理
化
す
る
。
そ
の
点
は
幽
谷
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ

そ
、
幽
谷
は
神
道
論
を
表
面
、
徂
徠
学
に
よ
っ
て
合
理
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
儒
教
理
論
に
よ
る
皇
統
の
神
話
的
合
理
化
と
い
う
意
味
で
は
、
明

徳
に
よ
っ
て
天
照
を
権
威
づ
け
た
拙
斎
の
ほ
う
が
無
理
の
な
い
論
法
だ
と
い

え
る
。

　

そ
も
そ
も
天
壌
無
窮
の
神
勅
は
『
日
本
書
紀
』
の
一
書
に
記
さ
れ
て
い
て
、

本
文
に
は
な
い
。『
古
事
記
』
に
も
な
い
。
そ
れ
を
天
皇
制
の
合
理
化
に
利

用
す
る
の
は
、
本
来
文
献
学
上
、
無
理
な
や
り
方
で
あ
る
。
こ
の
点
は
宣
長

も
同
じ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
こ
の
問
題
を
み
る
と
き
、
理
論
の
構
築

に
性
急
で
あ
っ
た
幽
谷
に
対
し
て
、
拙
斎
は
学
問
的
に
冷
静
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

七　

学
派
と
伝
燈

　

拙
斎
は
一
二
歳
の
と
き
に
矢
田
部
東と
う
が
く壑
に
入
門
し
た
。
東
壑
は
翠
軒
の
師

で
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
に
田
中
江
南
の
講
義
を
聞
い
て
、
徂
徠
学
徒

に
な
っ
た
。
宝
暦
一
〇
年
か
ら
一
三
年
に
か
け
て
の
江
南
の
来
水
に
は
、
翠

軒
と
と
も
に
支
え
た
人
で
あ
る（
（6
（

。
し
か
し
、東
壑
は
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

三
月
一
八
日
に
死
亡
し
た
か
ら
、
二
年
た
ら
ず
の
期
間
で
し
か
な
か
っ
た
。

一
節
に
み
た
よ
う
に
翠
軒
門
下
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
後
の
一
四
歳
の
と
き

で
あ
る（
（6
（

。

　

拙
斎
の
右
の
学
歴
を
み
る
と
。
徂
徠
学
徒
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、「
文
才
」
の
「
卓
絶
し
、
時
の
称
す
る
所
と
な
る
」
と
評
さ
れ
た（
（6
（

拙
斎
に
と
っ
て
、
徂
徠
学
は
「
そ
の
の
ち
文
辞
を
好
み
、
す
な
は
ち
や
や
徂

徠
な
る
者
を
知
り
、
大
い
に
そ
の
気
節
を
慕
ひ
、
そ
の
文
辞
を
読
み
、
そ
の

余
論
を
聞
き
、
い
ま
だ
嘗
て
そ
の
采
を
想
睹
せ
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
、
詩
文

に
限
定
さ
れ
た
。
経
学
は
「
そ
の
文
章
学
術
の
ご
と
き
は
、
議
す
べ
き
も
の

あ
り
」
と
疑
問
視
さ
れ
た（
（6
（

（
こ
こ
に
い
う
「
文
章
」
と
は
、『
字
源
』
の
「
礼

楽
制
度
な
ど
の
一
国
の
文
明
を
形
成
す
る
も
の
」
の
意
味
で
あ
る
）。

　

拙
斎
の
学
問
は
朱
子
学
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
家
学
を
継
承
し

た
の
で
あ
る（
（6
（

。

不
佞
王
父
（
祖
父
一
渓
の
こ
と
、
注
吉
田
）
よ
り
已
来
三
世
、
文
学
を

以
て
本
藩
に
歴
仕
す
。（
中
略
）
こ
の
時
に
あ
た
り
、
物
門
の
学
、
天

下
に
盛
行
し
、
王
父
独
り
朱
学
を
宗
と
す
（
一
渓
が
死
ん
だ
の
は
宝
暦

六
年
で
あ
り
、
水
戸
藩
に
徂
徠
学
が
浸
透
し
た
の
は
宝
暦
一
〇
年
以
降

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
人
物
は
一
渓
よ
り
も
瑶
渓
が
ふ
さ
わ
し
い
。
注
吉

田
）。
勢
、
氷
炭
の
相
容
れ
ざ
る
が
ご
と
し
。
こ
れ
そ
の
恬
退
自
守
し
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て
聞
達
を
求
め
ざ
る
所
以
な
り
。
不
佞
幼
よ
り
学
を
好
み
、
照
と
し
て

稟
性
不
羈
、
章
句
を
な
さ
ず
。
古
今
を
渉
猟
し
て
、
心
を
経
済
に
留
む
。

そ
の
経
学
は
程
朱
を
宗
と
す
る
と
い
へ
ど
も
、
必
ず
し
も
そ
の
説
を
株

守
せ
ず
。
す
こ
ぶ
る
取
捨
す
る
所
あ
り
。

　

青
山
家
は
盛
行
し
た
徂
徠
学
に
抗
し
て
、
孤
立
し
て
朱
子
学
を
守
り
抜
い

た
家
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
拙
斎
も
折
衷
的
で
は
あ
っ
た
が
、
朱
子
学

を
中
心
に
据
え
た
学
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
青
山
家
の
学
問
は
そ
こ
に
と

ど
ま
ら
な
か
っ
た（
（6
（

。

先
生
（
父
瑶
渓
の
こ
と
、
注
吉
田
）
少
よ
り
業
を
菊
池
南
汀
に
受
く
。

南
汀
は
安
澹
泊
を
師
と
す
。
朱
舜
水
の
学
脈
な
り
。
再
伝
し
て
先
生
に

至
る
。

　

青
山
家
の
学
問
は
、
光
圀
の
師
で
あ
っ
た
朱
舜
水
と
そ
の
弟
子
の
前
期
水

戸
学
の
最
高
権
威
で
あ
っ
た
安
積
澹
泊
の
学
問
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
瑶
渓
が
南
汀
の
門
人
に
な
っ
た
の
は
、
青
山
家
が
舜
水
祠
堂
守
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
拙
斎
が
こ
の
学
問
的
系
譜
に
誇
り
を
も
っ
て

い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

舜
水
祠
堂
守
で
あ
っ
た
青
山
家
は
、
前
期
水
戸
学
を
正
統
的
に
継
承
し
た

家
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
右
に
み
た
よ
う
に
、
時
流
に
抗
し
て
も
守
り

続
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
伝
燈
は
当
然
、
拙
斎
に
も
受
け
継
が
れ
た
。

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
拙
斎
は
、
前
期
以
来
の
主
要
な
水
戸
学
者
の
伝

記
と
逸
話
を
集
め
た
『
文
苑
遺
談
』
を
執
筆
し
た
。
そ
の
編
纂
の
目
的
は
、

凡
例
の
第
四
条
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る（
（6
（

。

先
君
義
公
は
宋
学
を
主
と
す
。
し
か
し
て
当
時
の
学
者
は
も
っ
ぱ
ら
宋

学
を
主
と
せ
ざ
る
者
あ
り
。
詳
か
に
師
授
を
載
せ
、
以
て
そ
の
淵
源
を

考
ふ
べ
し
。

　

青
山
家
と
拙
斎
は
、光
圀
以
来
の
学
問
を
忠
実
に
守
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
幽
谷
は
、
内
憂
外
患
の
危
機
を
解
消
す
る
た
め
に
、
当
時
日

本
に
あ
っ
た
あ
ら
ゆ
る
学
問
・
思
想
を
総
合
し
て
、
尊
王
絶
対
化
し
た
新
た

な
国
家
論
を
構
築
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
思
想
史
的
に
水
戸
学
と
呼
べ
る
新

た
な
思
想
を
創
出
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
両
者
は
前
節
ま

で
に
み
た
よ
う
に
、多
様
な
分
野
で
対
立
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注　

（
1
）	

寛
政
期
の
水
戸
学
の
形
成
に
関
し
て
は
、
拙
著
『
寛
政
期
水
戸
学
の
研
究	

―
―
翠
軒
か
ら
幽
谷
へ
―
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
な
お
、

こ
こ
で
い
う
「
寛
政
期
」
と
は
寛
政
か
ら
文
政
ま
で
を
指
し
て
い
る
。

（
2
）	

文
政
元
年
「
戊
寅
七
月
四
日
封
事
稿
」『
幽
谷
全
集
』、六
六
四
頁
、吉
田
弥
平
、

一
九
三
五
年
。
緑
野
と
幽
谷
の
思
想
的
な
違
い
と
し
て
一
例
を
示
す
。
論
賛
削

除
は
文
化
六
年
に
藩
主
治
紀
の
裁
定
で
決
定
し
た
。
そ
の
と
き
治
紀
は
緑
野
に

諮
問
し
た
。
緑
野
は
「
再
訂
後
、
紀
伝
の
文
、
或
は
刪
削
、
或
は
補
修
、
全
く

頭
面
を
換
ふ
。
何
ぞ
旧
稿
の
論
賛
を
以
て
、
今
日
の
紀
伝
に
加
ふ
る
を
え
ん
や
」

（
川
口
緑
野
『
史
館
事
記
』、
一
〇
頁
、『
大
日
本
史
』
後
付
及
索
引
、
義
公
生
誕

三
百
年
記
念
会
、
一
九
二
九
年
）
と
進
言
し
て
削
除
と
決
定
し
た
。
こ
こ
に
は

道
徳
的
に
天
皇
を
批
判
す
る
と
の
問
題
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な

お
『
大
日
本
史
』
の
書
名
も
、
こ
の
年
に
勅
許
さ
れ
て
確
定
し
た
。

（
3
）	

前
掲
拙
著
、
二
一
九
頁
。

（
4
）	

『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈢
、
九
五
一
頁
、
水
戸
市
役
所
、
一
九
七
六
年
。

（
5
）	

同
右
書
、九
五
六
頁
。
な
お
尾
藤
正
英
「
水
戸
学
の
特
質
」（『
水
戸
学
』
解
説
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
三
「
正
名
と
名
分
」
参
照
。

（
6
）	

小
松
徳
年
「
青
山
延
于
の
歴
史
思
想
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
―
『
皇
朝
史
略
』

を
中
心
と
し
て
―
―
」
同
著
『
水
戸
藩
の
文
化
と
庶
民
の
生
活
』、
二
一
頁
、
郷

土
ひ
た
ち
文
化
研
究
会
、二
〇
〇
一
年
。
は
じ
め
『
茨
城
県
歴
史
館
報
』
第
四
号
、

茨
城
県
歴
史
館
、
一
九
七
七
年
。

（
7
）	

小
松
徳
年
「
青
山
延
于
著
『
皇
朝
史
略
』
の
刊
行
を
め
ぐ
る
二
、三
の
問
題	
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―
―
延
于
宛
藤
田
幽
谷
書
簡
を
中
心
と
し
て
―
―
」
同
右
書
、
四
九
頁
。
は
じ

め
『
茨
城
県
立
歴
史
館
報
』
第
一
五
号
、
茨
城
県
立
歴
史
館
、
一
九
八
八
年
。

（
8
）	
『
水
府
系
纂
』。
以
後
、
水
戸
藩
士
の
家
譜
と
履
歴
に
関
し
て
は
、
と
く
に
断

ら
な
い
か
ぎ
り
『
水
府
系
纂
』
に
よ
る
。

（
9
）	

な
お
山
川
菊
栄
（
同
著
『
覚
書
幕
末
の
水
戸
藩
』、
三
八
四
頁
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
四
年
）
は
、
延
久
は
永
禄
年
間
に
京
都
か
ら
来
て
、
水
木
村
で
四
五
〇

石
与
え
ら
れ
た
と
伝
え
る
。
ま
た
拙
斎
は
、「
水
来
城
主
」（
青
山
拙
斎
『
文
苑

遺
談
』、
八
五
頁
、『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
、
鳳
出
版
、
一
九
七
一
年
）
と

記
し
て
い
る
。

（
10
）	

『
文
苑
遺
談
』、
八
五
頁
、
前
掲
書
。

（
11
）	

同
右
書
、
八
八
頁
。

（
12
）	

青
山
佩
弦
斎
「
先
考
拙
斎
先
生
墓
表
」
青
山
勇
『
拙
斎
先
生
文
辞
編
年
』、

一
一
頁
、
水
戸
市
教
育
会
、
一
九
一
九
年
。

（
13
）	

清
水
正
健
『
増
補
水
戸
の
文
籍
』、
一
一
一
頁
、
水
戸
の
学
風
普
及
会
、

一
九
三
四
年
。

（
14
）	

『
水
府
系
纂
』
で
は
諱
は
「
重
之
」
で
あ
る
。

（
15
）	

「
友
部
八
五
郎
宛
青
山
延
寿
書
簡
」
山
川
前
掲
書
、
一
一
五
頁
。

（
16
）	

（
7
）
と
同
じ
。

（
17
）	

「
皇
朝
史
略
序
」『
幽
谷
全
集
』、
二
八
一
～
二
八
二
頁
。
以
下
、
本
節
で
は
こ

れ
に
よ
る
と
き
は
、
注
記
を
省
略
す
る
。
な
お
、
こ
の
と
き
の
幽
谷
の
江
戸
滞

在
は
三
月
か
ら
八
月
で
あ
っ
た
（
藤
田
東
湖
「
幽
谷
先
生
略
譜
」『
幽
谷
全
集
』

所
収
）。

（
18
）	

享
和
三
年
「
高
橋
坦
室
宛
青
山
拙
斎
書
簡
」
青
山
拙
斎
『
文
苑
遺
談
続
集
』、

二
五
頁
、『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
。

（
19
）	

青
山
拙
斎
『
皇
朝
史
略
』、
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
、
整
理
番
号
和
7
❘
132
❘

1
～
5
．

（
20
）	

「
与
冠
山
老
侯
書
」『
拙
斎
先
生
文
集
』
巻
四
．
茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵
、
整

理
番
号
和
5
❘
2
．
な
お
、
山
川
菊
栄
は
斉
脩
の
序
文
は
文
政
一
〇
年
正
月
付

で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
山
川
前
掲
書
、
三
七
四
頁
。

（
21
）	

山
川
前
掲
書
「
あ
と
が
き
」。

（
22
）	

同
右
書
、
三
七
五
頁
。

（
23
）	

同
右
書
、
三
七
二
～
三
七
四
頁
。

（
24
）	

井
坂
清
信
『
江
戸
時
代
後
期
の
水
戸
藩
儒
』、
九
八
頁
、
汲
古
書
院
、

二
〇
一
三
年
。

（
25
）	

再
版
時
に
削
除
し
た
と
す
れ
ば
、
幽
谷
は
文
政
九
年
一
二
月
一
日
に
死
亡
し

た
か
ら
、
こ
れ
が
契
機
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
26
）	

文
政
年
間
「
拙
斎
宛
幽
谷
書
簡
」『
貴
重
書
解
題
』
第
十
四
巻
、
五
一
頁
、
国

立
国
会
図
書
館
、
一
九
八
八
年
。

（
27
）	

文
政
七
年
三
月
十
九
日
「
拙
斎
宛
幽
谷
書
簡
」
同
右
書
、
四
八
頁
。
な
お
晩

年
の
幽
谷
が
孤
立
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
著
Ⅱ
❘
四
❘
3
「
挫

折
と
理
論
化
」
参
照
。

（
28
）	

藤
田
幽
谷
「
校
正
局
諸
学
士
に
与
ふ
る
の
書
」『
幽
谷
全
集
』、
二
六
一
頁
。

ま
た
『
水
戸
学
』、
二
二
頁
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
三
年
。

（
29
）	

「
拙
斎
宛
幽
谷
書
簡
」『
貴
重
書
改
題
』
第
十
四
巻
、
一
一
二
頁
。

（
30
）	

小
松
前
掲
書
、
四
〇
頁
。

（
31
）	

「
拙
斎
宛
幽
谷
書
簡
」『
貴
重
書
解
題
』第
十
四
巻
、一
一
六
頁
。な
お
カ
ッ
コ
内
、

細
字
注
、
ま
た
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
ほ
か
も
同
じ
。

（
32
）	

享
和
三
年
以
降
の
修
史
事
業
の
概
略
に
関
し
て
は
、
前
掲
拙
著
Ⅰ
❘
四
❘
4

「
復
古
と
そ
の
後
の
編
纂
事
業
」
参
照
。

（
33
）	

青
山
拙
斎
『
皇
朝
史
略
』「
凡
例
十
則
」。

（
34
）	

同
右
書
、
拙
斎
「
序
」。

（
35
）	
『
文
苑
遺
談
続
集
』、
二
四
頁
、
前
掲
書
。

（
36
）	
拙
斎
の
理
解
と
は
異
な
り
、
こ
の
時
期
に
藩
政
府
が
史
館
の
人
員
整
理
を
実

施
し
て
い
た
こ
と
は
、前
掲
拙
著
Ⅰ
❘
四
❘
3
「
翠
軒
の
失
脚
」
参
照
。
た
だ
し
、
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拙
斎
の
外
補
の
期
間
は
短
く
、
一
二
月
に
は
復
帰
し
て
い
る
の
で
、
ほ
か
の
事

情
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
躊
躇
し
て
、
こ
こ
で
は
拙
斎
は
記
さ
な
か
っ
た
。

（
37
）	
前
掲
拙
著
、
一
四
一
頁
。

（
38
）	
『
文
苑
遺
談
続
集
』、
一
八
頁
、
前
掲
書
。

（
39
）	

前
掲
拙
著
Ⅰ
❘
二
❘
4
「
廃
志
提
案
書
の
検
討
」
参
照
。

（
40
）	

岡
崎
槐
陰
『
修
史
復
古
紀
略
』、
二
五
頁
、『
大
日
本
史
』
後
付
及
索
引
。

（
41
）	

拙
斎
の
賛
文
が
澹
泊
の
賛
文
と
同
趣
旨
で
あ
る
と
は
、
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ

て
き
た
。
た
と
え
ば
尾
藤
正
英
は
、「
享
保
初
年
頃
に
安
積
澹
泊
の
執
筆
し
た
紀

伝
の
論
賛
と
、
立
場
は
等
し
い
」（『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈢
、
九
五
五
頁
）
と
記

し
て
い
る
。

（
42
）	

「
後
白
河
天
皇
紀
の
賛
」『
大
日
本
史
賛
藪
』『
近
世
史
論
集
』、
五
五
頁
、
岩

波
書
店
、
一
九
七
四
年
。

（
43
）	

『
皇
朝
史
略
』
四
、
巻
八
、二
四
葉
。

（
44
）	

「
源
頼
朝
伝
の
賛
」『
大
日
本
史
賛
藪
』
前
掲
書
、
一
七
四
頁
。

（
45
）	

藤
田
幽
谷
「
正
名
論
」『
幽
谷
全
集
』，二
二
九
頁
。
ま
た
『
水
戸
学
』、一
三
頁
。

（
46
）	

尾
藤
正
英
「
水
戸
学
の
特
質
」
三
「
正
名
と
名
分
」、
前
掲
書
解
説
。

（
47
）	

前
掲
拙
著
、
三
一
二
頁
。

（
48
）	

前
掲
拙
著
Ⅱ
❘
一
「
水
戸
学
の
神
道
導
入
と
国
学
・
徂
徠
学
と
の
関
係
」
参
照
。

（
49
）	

拙
著
『
水
戸
光
圀
の
時
代
―
―
水
戸
学
の
源
流
』
四
❘
4
「
南
朝
正
統
論
の

意
味
」
参
照
、
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
。

（
50
）	

（
18
）
と
同
じ
。

（
51
）	

『
御
意
覚
書
』『
水
戸
義
公
伝
記
逸
話
集
』、
二
〇
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
八
年
。

（
52
）	

『
大
日
本
史
』〔
一
〕、
二
頁
。

（
53
）	

『
皇
朝
史
略
』
壱
、
巻
一
、一
葉
。

（
54
）	

山
崎
闇
斎
「
伊
勢
太
神
宮
儀
式
序
」『
山
崎
闇
斎
全
集
』
二
巻
、
二
六
九
頁
、

ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
七
八
年
。

（
55
）	

山
崎
闇
斎
「
垂
加
草
」
同
右
書
第
一
巻
、
三
七
三
頁
。

（
56
）	

津
田
左
右
吉
『
文
学
に
現
は
れ
た
る
国
民
思
想
の
研
究
』
第
四
巻
、四
三
一
頁
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
。

（
57
）	

本
居
宣
長
『
玉
く
し
げ
』『
本
居
宣
長
全
集
』
第
八
巻
、
三
一
〇
頁
、
筑
摩
書

房
、
一
九
七
二
年
。

（
58
）	

本
居
宣
長
『
直
毘
霊
』『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
五
五
～
五
六
頁
、
筑
摩

書
房
、
一
九
六
八
年
。
な
お
、
幽
谷
の
神
道
論
に
関
し
て
は
、（
1
）
の
拙
著
Ⅱ

❘
一
❘
2
「
享
和
三
年
の
神
道
の
導
入
と
思
想
的
背
景
」
参
照
。

（
59
）	

『
文
苑
遺
談
』
前
掲
書
、
五
二
～
五
三
頁
。

（
60
）	

（
12
）
と
同
じ
。

（
61
）	

『
定
本
神
道
集
成
』
上
、
一
九
・
五
五
・
二
二
三
・
四
一
八
頁
、
現
代
思
潮
社
、

一
九
七
九
年
。

（
62
）	

（
1
）
の
拙
著
Ⅰ
❘
一
❘
2
「
修
学
時
代
」
参
照
。

（
63
）	

『
拙
斎
先
生
文
辞
編
年
』、
一
三
頁
。

（
64
）	

（
12
）
と
同
じ
。

（
65
）	

青
山
拙
斎
「
与
山
本
北
山
」『
拙
斎
先
生
文
集
』
巻
四
．

（
66
）	

青
山
拙
斎
「
与
亀
田
鵬
斎
書
」
同
右
書
。　

（
67
）	

『
文
苑
遺
談
』、
八
八
頁
、
前
掲
書
。

（
68
）	

同
右
書
、
凡
例
。
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